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　 1．　 ま え が き

　1995年 に 施行 され た 標記の 五 つ の 地 盤工 学会基準 似 ド，基準 とい う）に つ い て，基 準部，⊥ 質調査 規格 ・基準検討 委 員会お よび

関連 す る小委 員会 （地下水 調査小委 員会） に お い て見直 しの検討 を行 っ た。その 結 果 と して，JGS1311，1312 ，1313 に つ い て は 基準名

称を
．．．一

部 変更 した。ま た，各基 準 に お い て 透水 係 数の 単位 を m 〆s に 変 吏する と ともに ，JGS1323に お い て は 単 位の 表 記を SIの み に

変更 した。さ らに ，表 現の 明確化，適切 化 に よ り，よ りわ か りや す い 基 準 とす る こ とを 心 が け た。こ れ らの 修 正 を 行 う 改正 案を こ こ

に提 案す る もの で あ る。

　誌面 の 制約 もあ り，以下 に は改 rE案 令文 で は な く．変更 点の み を 対比 表の 形 式で 提示 して い る。現行の 基 準の 詳細 に つ い て は，「地

盤 調査法」第 7 編　第 2章，第 3 帝：，第 4 章，第 7 章および第 9章 を参照 されたい 。

　こ こ に 公示 す る 改止 案 に つ い て の 意見 は，書面 に て 2002 （平 成 14＞年12月 31日ま で に地 盤工 学 会基準部 宛 に 御提 出い た だ きたい 。

提 出 され た ご意見 は 関係委員 会お よ び 基準部 で 検討 し，基準の 改正 は理事 会に おい て 確 定す る。

　2． 改 　正 　案

　2．1JGS1311 　ボ
ー

リン グ孔 を利 用 した 砂質地盤の 地下水位測定方法

　本 基準 に お い て は，適川 範 囲 を 現 行 ¢ ）砂質地 盤 の み で な く礫 質地盤 ま で 拡張 す る た め に ，基 準名称 お よび 関 連す る 箇所の 変更 を行

った。ま た，砂 質 ・礫 質地 盤 に お い て 揚 水 に よる 孔 内洗 浄を 行 っ た 場 台，測 定 区 間 を 維持 す る こ とが 困 難で あ るた め，孔 内洗浄 に 関

す る 記述 を削除 し，測定区 間の 削孔 は清水 を用 い て行 うこ とを義務 付け て ，測定 区間の 透水 性 を 確保 す る記 述 に 変更 した。

　 以 下に 改止 筒所 の
一

覧表 を示 す。

項　 目 現　行　基 　準　　　　　　　　　　　　　　改　　正 　　案

基 準名称 ボ ーリン グ 孔 を 利用 した 砂 質地 盤 の 地 ド水 位 ；ボーリン グ 孔 を 利用 し た 砂 質 ・礫 質地 盤の 地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

測定方法 下 水位 測定 方法

1．1 砂質地盤 の 地下水 位 を求 め るこ とを口的 とす

る D

砂質
・
礫 質地盤の地 卜

．
水位を 求め る こ と を 目

的 とす る．

1．2

　　　　1
　 　 　 　 1

ボー一リン グ孔底の 砂 質地 盤 を 対象 とす る 。 ボ
ー

リ ン グ孔底付近 の 砂質地盤 お よび礫質地

盤を 対象とす る 。

1．3　 　　 地 ド水 位 とは，砂質地盤 中の 間 隙水の もつ 水

　　 　　 頭 をい い ，ポ
ー

リン グ孔 内の 平 衡水位 を測定

　　　　
：
す る こ とに よ り求 め る ．

　　　．
地下 水位 とは ，砂質

・
礫 質地盤巾の 特 定の 深 さ

に おける間隙水の もつ 水頭 をい い ，ボ ー「」ン

グ孔内の 1え
衡水位 を測定す るこ とに より求める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

付 帯条項
．
長期的 あ るい は継 続的 な 地 下

．
水 位変動 測 定 を 　長 期 的あ る い は 継続 的な 地 下水位 の 変動測定

1．1 目的 と しな い 。 を 目的 と しな い 。

付 帯条項　原位置 に お い て 良好 な透 水件 を 有す る 砂質地

1．2　　 　 盤 の地 下水位 を直接 求め る もの で あ る 。

付帯条項　良好 な透 水吽 とは，透 水係数 が10−4cm ！s よ

1．2　　　 りも大 きい 値 をい う。
良好 な 透水性 と は ，透 水係 数が 10−6m ，

度よ ｝〕 も大 きい 値を い う。　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．一．　　　　　　　　．．
2．ω　　　所定の 内径お よび 深さ を 削孔で き る ポ

ー
リン

　　　　　グ機械 式。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．　　　　　　　　 ．．．

所定 の 孔径で 所定 の 深 さを 削孔 で きるボ

ン グ機械
一
式。

2畑 　 　 　： lmm 単位 ま で 読 取 り可能 な もの 。 1cm 単位 ま で 読取 り可能な もの。

付帯条項

2」2》a．
所定 の 内径 とは，測定 区間 の 削孔，孔 内洗 浄

および水位測 定器の 挿 入が可 能 な 直径 を い う。
所定 の 内径 とは ，測走区間 の 削孔 お よ び

測定 器の 挿入が 叮能 な直径 をい う。

　 　 　 　 　 　備　 　　 　 考

対象 を砂質地盤 に 限定せ ず礫 質地盤 も含 める

た め 。

同 ．ト。

同上。
孔底 の み で はな く，孔 底付近 も測定対 象 とな

る ため。

同 亅
．。

測定深 さ にお け る 水頭を 指ず こ とを 明 示 。

文 章の 明確化。

原位 置に お い て 良好 な 透 水 性 を有 す る砂 質 ・　対 象を 砂 質地 盤に 限 定せ ず礫質地 盤 も含め る

礫質地 盤の 地 ド水位 を 直接求め る もの で あ る 。た め。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 単 位系の 変更。

用 語の 適切化。

実 際に 利用 さ れて い る測定器 の 現状を考慮。

孔 内洗浄に 関 す る 記述を 削除。
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項 　 目

3．（1）

現 　行 　基

3．（2）

削孔　測 定深 さよ り L 部に

．設け，その 深 さまでを所定

所 定 の 深 さ ま で 打 ら込 むか

．内水 との 速 水 を 行 う。

［鑼 碧 鶸 嬲
には 清水を用 い ，孔 内は十分 に洗浄す る、

　 　 　 　 考

部分 まで の 削孔 に つ い て規

明示 。
削孔 する こ とを明示 。

3．（3） 清 水を用 い るこ とを標 準 と

記述 は削除 する。

付帯条項

3．（1〕
記述な し

一 一

1魏鬻
・・測定 駟 プ卿 が 可能 所定の 孔径 に つ い て 説明。

瓣
項

畔
な し

付帯条項Tb7、．　d．項

遮水 区 間 卜端ま で の 削孔に 泥水 な どの 安走液

1を 使 用 した 場 台 に は ，測 定用 パ イ プ内 の水 を

清水 に置 換 す る 。

3．〔2〕　　
1

−

3．〔3〕b．

削孔に 泥水 が使わ れ た場合の 処置を 明示。

一
付帯 条Ut　3、（2）b．の 追 加 に 伴 う項 目 番 号の 変

更。

付帯条項
．
孔 内尋洗浮す る 方法 と して ，ベ ー

ラ
ー，手 押

1
測定区 間の 酌孔 は ，透 水性 を損 な わ な い よ う

　　 　　 　　 　　 　 エ ア ーリフ トま た は 吸 い hげポソ 　清水 を用い る。こ の 方法に よ り，削孔 と同時

　　　　　プで 測 定 用 パ イプ内の 水 を 数回に わた って 汲 　に孔壁 の洗 浄を 行 う。
1、ポ

，
． 7 ，

み上 げ，懸濁 水が 清水 に な る ま で 反復繰 り返1
す方法 が あ る。．

揚水 を行 う と測 定部 分 を乱 す こ とに な る の で

揚 水に よ る洗浄は ，実施 しな い こ とが 望 ま し

い 。
清水掘 りが 基本で あ るの で 揚水 に よ る洗浄 は

不 要で あ るこ とを記述。

4．（1） 測定用 パ イプ内の 水位 を，採水装置 によ り水　測定用 パ イプ内 の水 位を ，水 を汲み 上 げる な 　水位の 変化方法に 自 由度を もた せる （汲み上

を汲上 げて
一

時 的に 変化 させ る。　　　　　 どして
一．一

時的に変化 させる。　　　　　　
．
げ に よ り孔壁が崩壊す る 叮能性が 高い ため）。

6．（z） 測定孔 の 位置 測定孔 の位 置お よび標 高 慓高の 報告を追加。

6．〔5） 測定 パ イ ブ設置 図，遮水 方法 お よ び 直径 測 定 用 パ イ プ設 置図 お よび 遮水 方法 用語 の 適切化。

6．（9）

付帯条項

6， 
記

その 他 の 特記事項

　述 な し

そ の 他特記 す べ き事瑣

測定用 パ イプの 内径 お よび 外径 t 遮水 用 パ イ

プの 内径お よび 外径，遮 水区間長 な どを 帳告

する。

用語 の 適切化。

測 定用 パ イ プの 設置状況 に つ い て 報告す べ き

事項 を 明示 。

　2．2　JGS1312 　観測井 に よ る砂質地 盤の地 下水位測定方 法

　本基準 に お い て も，適 用 範囲 を現 行の 砂 質地 盤 の み で な く礫 質 地 盤 ま で 拡張 した。こ れに 伴 い ，基準名称 お よ び関連 す る箇所 の 変

更を 行 っ た。そ の ほ か，文章 の 明確化 を図 る と ともに ，現場の 実状 を 考慮 した 改正 を 行 っ た。

　以下に 改正 箇所 の
一
覧表を 示す。

項　目

華準名称　観測 井に よ る

　　　　　 備　　　 　 考

地盤 に も適用で きるた め ，これ を包 括 し

イ トル とす る 。

1．2 飽和 した 砂質地 盤を対象 とする。 砂質地盤お よび 礫質地 盤を対象 とす る。
1
　　　　　　1

マ ー地 下 水 位 ， 。 間隙水 。 、 。 水 頭。 ． ，。
　　　　 ．．一
地下水位 とは，砂質

・
礫 質地盤 中

ソ 設置深 さに お け る 間隙水の もつ

一．．
付帯条項

1．2

　鹵一．
透 水係数 が 10

−4cm
〆s 程 度 よ り大 きい 砂 質地

．盤 を対象 とする。
透 水 係数が 10

．6mrs 程 度 よ り大

礫質地盤 を対 象 とす る。
　　　　　2

2．〔1〕

．

記述 な し 所定の 孔径 で所 定 の深 さ を削孔 で

ング機械
一

式。

同上。
また ，不 圧地 下水 も考慮 し，「飽和 した 」 を

削除す る 。

…定義を 明確 に す る た め に 対象地盤 を 明記。
測定対 象深さを明記。

単位系 の 変更。
前 々 項 と同 じ。

他の 基 準 に 合 わせ て 削孔 用 具 を 測 定 用 具 に追

加 。

2． 〔i｝，　（2｝項

鞍
順

水位測定用 パ イ プをボ
ー

リン グ孔 内に挿 入 し

2川 の 追加 に伴 う瑣 目番号 の 変更。

2．  水位 測定用 パ イ プを 観測孔 内に 挿入 し て仕 I

lげた もの ・ て 仕上 げた も の 。

2紛 長期 的に 水位 また は水頭 を測定で きるもの 。　 長期的 に地 ド水 位 を測定 で き る も の。

付帯条項　（1｝，（2順

2．

芸梱万

〔2），　（3｝項

丿一ソ の 開 孔 率 は ，

用語 の 適切化。

用 語の 定義を 反映 し て 表現 を簡略化。

条．文2．〔1）の 追加 に伴 う付帯条項 項 目番 号の 変

更。
一 ．

付帯条項

2．（3）

3．（1）

3．（2）

フ ロ
ート式，触針式，

選定 す る。

　通 常10％程 度 とす る。ス ク リーン の 開孔率 は，通常 5〜1D ％程 度 と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ず る。
　 　 　 　 　 　 　

一一一一一
「
．．

水 圧 式の もの な どか ら フ ロ ート式，水 圧 式，手動 式 （∫GS　1311の

図
一1）の もの な ど か ら選定 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一一一 ．．
観測孔の 掘削は，原 則 と して 清水掘 りとす る。 削孔 は，原則 として清水掘 りとす る。

水 位測定 用 パ イ プを 観測孔 に 挿入 し鉛 直 に設

置す る。

∴

水 位測定用パ イ プ をボ
ー

リン グ孔 に 挿入 し，
鉛 直に 設置す る。

表流水 が 観測 井 に 浸 入 しな い よ う，孔 口部 を

遮 水す る。

ス リッ ト式 ス ク リーソ の 場合 は ，開孔率 が 数

％程度 しか とれない 場合 が 多い ため。

触 針式は現在 ほ とん ど使 用 されて い な い た め，
これ を削除。
一般的 に使 われて い る手 動式 の もの を追 加。

70

表現の 明確化，簡略化。

同上。

観測井設 置上 の 重要事項 を追記。

　　 土 と基礎，50− 10 （537＞
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改 　 　正 　 　案

ッ シ ョ ン 式の

什帯条項

3．〔L）　 　 …

　 　

b，C，　d．項

1
〔5順

削除

a，b．　c．項

掘 削孔径 は水位測定用 パ イプ の 内径，
タ
ー

の 厚 さな どを考慮 して 決 める 。
ブ イ ル 掘削孔径は 水 位 測 定用 パ イ プの 外径，フ ィ ル

タ ーの 厚さ な どを 考慮 し て 決 め る。

孔壁 保護の ためやむを得 ない 場合 は，泥 水 を

使用 して も よい 。

泥 水 を 使用 した 場 合 は ，マ ッドケ ーキ を 除去

す る。

孔壁保 護の た めや む を 得な い場 合 は ，泥水 な

どの安定液 を 使用 して も よい 。

泥 水 な どの 安定 液 を便 用 した 場 合は ，特 に 入

念な洗 浄を行 う。

　　

位 測定器の 挿 入 に よる影響 を避 削除

時 間以上放

備 考

3．｛4）の 追加 に伴 う項目番号の 変更．

ボーリ
．
ソ グ方式を 限定 しない 。

清水掘 りを原 則 とす る とい う記述 と整合的で

ない 。

付 帯条項 3．fl）a．の 削除 に伴 う項 目番号の 変更。

掘 削孔 径 の決 定 には 水位 測 定 用 パ イプ の 内径

よ り も外径 が 影 響す る。

泥 水以 外 の安 定液が 使 用され る場 合が あ るた

め 。

前項 と同 じ。
マ ッ ドケ

ー
キ除去 に 限定 しない 。洗浄法の 詳

細は解説 に記載す る 。

4、（21．．
一

一一一一一一一一一一一一一一．
付帯 条項 　水位測 定の 時間 間隔は ，
4．〔2）c．　 設定す る。例 え ば ，海 岸付近 の 潮汐，ま た は

　　　　　 稼働中 の井 戸 で あ る た め に 水位が 変化 す る場

　　　　　 合は 連続記 録す る こ と が望 ま しい 。

通常，設置後す く
’
に 測定を 開始す る た め 。

測定 しな が ら安定性 を 確認
・
評価する。

入 に よ る 影響 を受

外 する 。

…4．（2〕の 削除に伴 う項 日番号の 変更。

査の 目的 に応 じて ．
設定 す る。海岸付近の 潮 汐，稼働 中の 井戸 の
．
影響な どで 水位が 変化 す る場合は ，こ の 影響

を評価 で きるよう測定時間 間隔を設定す る。

自動式 の水位 測定器 を用 い る場 合は，定期的
に手動式水位 測定器な どで 検定 を行う。

お よ び 犬候

　　　　　　　 − −
付 帯条項　記述 な し

6．（31

優乱 を受けて い る デ
ー

タ を除外す る こ とを 付

帯条項 と して 記述 す る。

測定区間の 深 さ

測定 日 時

付帯 条項 4．〔2）a．の 追 加 に 伴 う項 目番 号 の 変更．

と して ，図一1 に示 す 地表 面

端 まで の 深 さ お よ び孔 底 ま で

る。

位測定時 の 天候，気圧，
量な どを報告 する。

文草表現 を 改善 して 明確化。

検定 の項 目を 追加 。

観測 オに よる場
．
合，測定 区間 として 幅 を有 す

るた め。

天候 は必 要に 応 じて 報告 すれば よ い 。
付帯 条項 へ まわ す 。

気 圧，

測定 区間 を 明 示 。

咽 競 ・ ・を・…

“
測定区 間

”
を図示す る。

“TL冂 部 ン
ー

ル 材
”

を 明示 。
上記付帯 条項 6．啣 に 対応。

1繍 監 却
搬 区 剛 1ZZ ° シ

ー
丿レ材

ケ
ー

シン グ

孔 冂部シー暦

涯／
翻 子Lの 鰹

：　． ．．」
．「．．
：
≡

．
、；

埋戻し上．．
1 ＝ 乙

．
．；．：

．．．
シール材

．1L」 「 
」．．．
．广」

　 1−．．

聽・

靴

D

．
蚓
080P

壕
β
o

隧

フ ィル ター

ス クリ
ー

ン

生 　
．
∫・3 書 砂だま1

〕

・』．．．1．憙％
Oo

。 o
ODOOo

余堀 り
「1

測

定
区

間

11

，

図
一1　 観測井の 例
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　 2．3JGS1313 　 ボー
リ ング孔 を利用 し た 電気式間隙水圧 計 に よ る間隙 水圧 の 測定 方法

　本 基 準 で は，基 準 名称 を
“
ボ
ー

リソ グ 孔 内 に設 置 した 電 気 式 間 隙水 圧 計 に よ る 間 隙 水 圧 の 測 定 方 法
”

と変更 し た。こ の 基 準 で の 水

圧 測定 が短 期的 な平衡水圧 の 測定 に と どま ら ず，長 期的 な測定 も対 象 とす る こ とを明示す る とと ともに，水圧 計 の検 定 に つ い て の記

述を 充実 させ た 。

　 以下 に改正 箇所の
一

覧表 を示す。

項　 円 現 　行 　基　準

基準 名称 ボ
ー

リング孔 を利用 した電 気式間隙水圧 計に　ボ
ー

リ ン

よる間隙水圧の 測 定方 法 に よる間

1、1 ボ
ー

リン グ孔 を 利用 し電気 式間隙水 『 計 を用 ボ
ー

リソ

1．2

2．o

7
−
　　　　　　　

　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　

−t
　
　

　
2

　　　　　 改　　正 　　案

　　 ボ
ー

リ ン グ 孔内 に 設置 した電 気式間 隙水圧 計

　　 に よる間隙 水圧の 測定 方法

　　 ボ
ー

リソ グ孔内 に設 置 し た電 気式間 隙水 圧 刮

　 　 を 用 い て ，

　　 飽和 した 地 盤 を 対 象 とす る 。

　 　 　　 　　 備　 　 　 　 摎

わ か りや すい タ イ トル とす る。

止 確 な記 述 とす る。

ll；∵癇 ＿ 颪 パ

所動 直盛お よび深 さ鋼 査 孔を削1／Lで ぎる 所定明 L径 で朧 の 深 さを羸 で ぎるボ 」市 語 ，，爾 化．

2周

付帯条項

2．C2〕b，

間隙 水 圧 訓の 設 置位 置 は ，
限 ら な い 。

ボ ーリン グ孔底 に

ボ
ー一

リ ング 機械
一・

式4

電気的な値を 水圧 に換算で

1　 − ＿ 一
電気式闘隙水圧 計は ，予想

大 きさに 応 じて ，必要な容

の とする。

3．∬D　　
i
ボ
ー

リン グ 孔 底 の スラ イム

　 　　 　 　て 十 分 に 洗浄す る。

3．吻 7 イ ル ター部を 水 で飽和 さ

もの 。

他の 基準 との 整 合。

必 ず しも 指示 計に水 圧 へ の 換算機能は 要求さ

1笹 い ・　　　 皿．．．．
わ か りやす い 表現と す る 。
精度 を定 畢：的 に規 定．

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　@

3． A 電気式間 隙水圧計を 孔 底まで 静 かに降
し， 砂 な ど の

7
イルタ ー 材を 投入L て本

を埋め 戻し ， ベン トナ イ
ト

な どのシ ー ル

を用いて 十 分

遮水する． 電 気式 間隙 水圧 計を 所 定 の 深

ま で静か に 降 ろ し ，
砂

な どの7 イル ター

を投入 し て本体 を 埋 め戻 し． ベ
ン

ト ナイ

な ど の シール材を 用

て十 分

遮 水す

。

圧
の

上 び 最を選定 」 ’ V 。。 。SE ’
。。．とによ， 孔 。 崩壊猛 　 　 　　

能 性が高く， 現 実的で ない e で 飽 和　対象 を明 確に

て誤解のない ． ヒ う な 表 現 と す
さ せ る ・

．
一 一 一 一 一一一 一 一巨 （

C ル’ 一 馳に 鞭わ 才L てい る 脚・ 　　 　　　 　　　 　 　 　　 　 　　 　 　　 　

孔底 に 設 置 するとは限らな い た め． 付 滌蔀 ， ルE ． 。 飽 和
、蹴 め に、 ま 脱気水 。 。難 部。

，。ター癬魍 。 た め 。 1藷頑、 同、 。 3 ユ 〔2 ）　 　い る ことが望 まし い。　 　 　　 　

　
　

　　 気 水
を 用 いる こと が望ま

しい 。
鯵類薛鸞嬲 槲の 鍬に 際し て も

示 1 羅

野
水圧 言

ト の言澗 「
も 指 示

計
嘛み を 。 上   ． 薫齋 こ 　． 一 　 一

．」 ’ ，に 目 盛

打 。な， L 。 設。瓶 。認
。 凾匝壅 塾 一 二 水

計 の計 の字 を 挿 入 。 表

を改 善して明確

。 設置

の重

項目を追加

表現の

略 化． 4．

1 〕 同上 4 ． 〔 L 》

D （2 ）

負 荷時 の 測定 無負 荷状 態の 指示計に よ

読 み 値 設 置前の 測 定

n ヒで

無負 荷状態の指 示計による 読み
わか りやす い 表

に 変 更 。 同 上 。 電気 式間隙 水 圧計

置後 の測定 ．＿ ［緬水圧の測 定 指示

に よる 読み 値D と ，設置直 後か

の 測定 設置

間を記録
，間隙水圧 が平衡 状 態

ﾉ なるまで経時的 に測定 す る。 冖的を

確化 。 驟灘鱗雛 ・り や す い 表現に変更

の計測 ，水圧 計 置 後の平衡水 R （初 期

  ﾅ び）水 E ） 計 測が 目 的 であること を明記 。D
〔 3 ｝ 記述なし 長期 的 な間隙 水 圧 の

定 長 期的な 観測を

う場 合 は ， （2 ） で 平衡 水「 「 を ．確 認

た 後， 所定の 時 間 間 隔で指

計に よる 読 み 値刀を記録する。 平衡水圧の計 測 後も 長期的 に 間
隙 水 圧を 計 測 す る 場 ft につい て記 述。 付帯 条殞 　記 述なし　

　　　 　　　　　　　　　　無負荷状態の値Do を読み取 り ，水 圧計の 較 無 負 荷状態 の読 み 値 D

ﾌ 検定方法を 記 載
。

4．由a ．　　 　 　
　 　 　 　　 　　 　 　

　 　　 　　 　 　正 表に 記載 され て いる 値を 確認 す る。 謄 ・1 記 述・ ・ 　 ． 　咾 翻講 謐 鷺 譌謎齋

繼 黼嚇 ・読 ・ ・D ・・ 　　 　 　　 　　 　　 　 　　 　 　　 　

　
　　 　 　 　 　 無 負 荷 状 態の 指示

値 Do

確認 する
ことが望 　　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　　　 　　　 　　　 　　 　 ま しい 。 騰 ・藤・ 　　 　軅 劉 継糶輩 欝 、謝… 臟 範 付帯 条項 ．1 時

あたりの読み値の 変 化
が
電 気 式 間 隙 水　 1 時間 あ

たり
の読 み 値 の変化 が 電気 式 間隙 水　 地盤条 件に よ り ，平衡 に達 す る 時 間は 異な る 4 ． 12 ） b ， 　 圧 謂

のソルス ケール の 1 ％以 ． ． ドに な ると ， 平 E 計 の 最
大容

量 の 1％ 以ドにな る と， 平衡 状ので翌朝に 測 定し て変化がないこ

を確かめ 　　 　 　衡
状態 に 達し

たと み な す こ
とが 多 い。ただ し… 態 に 達したとみなす

とが多い 。 　 　　 　 　

とい

記述 は削除。 　 　　 　 設 聾 鍔諜 塊 蚕 欝し

いな い1 　 　 　　　 付 髞勲

ﾊ ’ の追 加に より b ’と する゚ ii：i 誌…鸞　→

72 　 水 係 数 と の 混同 を 避ける た め に 違う 記号 を 平 衡
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項　 目 現 　行　某　 準 改 ，li
一

5．q 〕 ρ。：無 負荷時 の 読み 値 D。：無 負荷状 態で の 読み

5、［3〕

一

　　　　　．
間隙水 圧が平衡状態に な った と きの 値 を 原位

置に お け る間隙水圧 とす る 。

．
削除

6．〔2〕　1 測定 位置お よ び 番 号 測定孔 の 番号，位置お よ

6．〔4） 測定 日時，天 候お よび気 温 測定 日時

一

一
6．（呂） そ の 他特記 事瑣 そ の他特 記 す べ き事項

付 帯 条 項

6．叫
記述 な し 必 要 に応 じて 水出 測定 時

降 雨 量 な どを 報 告す る。

図
一2

〔b）　　 …　

図か らロ ッ ドを 削除す る

案 備 考

わか りやす い 表現 に 変 更。

条文の 意味 が不 則。
平衡水圧の 測 定 に つ い て は 4、C2）で 記述。

他基準と同様 に標高の 報告 を追 加。

天候，気温 は必 要に 応じて 報告 す れば k い n
村 帯条項 へ 移動。

用語σ）適 切fヒ。

気 圧 ，気 温 ，大 候に 関す る報告事 項 を説 明。

埋 め 戻す 場 合は ロ
ッ ドを 用 い な い こ とが一般

的で あ るた め。
1．　　　　　　　　 一．一

指示計 指示計

一
丁 　

i
　　　　！

｝
　　　　 L
　　　　　

　　　　　
　　　　　
　　　　　
　　 　　 　　 　

　　 （a ）押 し込む場合　　　　　　　　　　　　　　（b）埋め戻す場合

　　　　　　　　　図
一2　 間隙水圧 計の 設置 例

2．4JGSI316 締固め た 地盤の 透水試験方法

本基 準に つ い て は，単位 の 変更，報 告事項 の追 加 な ど軽微 な 改正で あ る。

以 下 に改 正 箇所 の
・
覧表 を 示 す。

　 一．．
　 項　 目一一．
単位

　．． ．．．．
現　 行　基　準

　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．
改　　正　 　案 備

Cl皿 m に 統
一。

ただ し粒径
・
精度等は除 く

SI単位系 へ の 準拠。

　　　 ． ． 一
5．2〔1｝　　 月 ：気 蜜水 槽の 内空断面 積 （cm2 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
／1 ： 気密水 槽の 内空 断面積 （一πα

2
〕 （m2 〕

飢 気 密水槽の 内空 半径 〔m ）

気 密水槽の 内空 断面 積の

5．2〔2｝　 ．透 水係数算 定式 （2．310g〕　　　　」　．
qω に 変 史　　　　　　．． 記述の 明確 化。　　　 一

地 盤高の 報告 を追加。6．（2） 試験 孔の 番 号お よび位 置 試験孔 の番 号，位置お よび地盤高

付帯条項
3
記述な し

6．鋤
必要 に応 じて ，水温 を報 告す る。 結果 に 影響 す る条件 を追

一
f6
「
匝

　一

付帯条項　必 要に 応じ て 地 盤の締周め 条件を 報告す る。
6．〔7〕　　　　　　　　　　　　一一 ．

必 要に 応じて 地盤の 締岡 め条件，飽和度，粒

度分布を撮告す る。　　　　　　　　　　　 2

　− ． 　

結果に影響する 地 盤条件

。
一

、 隔。 。 ，タ 。 ク部 。
　 　 　 　 …

ガス抜 き用 コ ッ ク と気密水槽 の 内空 半径 α を　結果の 整理 に必 要な パ ラ

記人。試 験孔の 直径 Z）を削除。　　　　　　　　　一． 一 ．一．．．

考

October，2002
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ガ ス抜き用バ ルブ
　　　　　　　　　　　H 帽 盛の 読み）
　　　　 気密水槽

定水位保持管

　　 給　水

　　 バ ル ブ

／

給水管

〒 　　　水位標尺

↓ 注 水
　　バ ル ブ

陛

端末 日

　 試験孔内水面

ざ G．L．

陽 一1
　　 注水管

　　 試験孔

　　　　　／

，

　 畷

＼

N

↓
仁劇

一

．
』

ー

図一 1　 マ リオ ッ トサ イ フ ォ ソ を 用 い た 透 水 試験 の 例

　2．5JGS1323 　 ル ジ オ ン 試験方法

　本基 準 に お い て は ，rSI ｛従来 単位 ｝」 の 形式 で表 記 さ れ て い る 箇所 に つ い て は，｛従来 単位 ｝ を 削除 して SI単 位 の みの 表記 と した。

また，圧力の 単位 と して MN ／mZ が 使 わ れ て い た が，　 MPa に変 更 した。さ らに，「注 水量 」 とい う用 語は，単 位 時間 当た りの 流量 を

表す た めに 「注水流量」 に 変更 した。

　こ れ ら表 記法 の 変更 の ほ か に，試験精度 の 向 上 とい う観 点 か ら試 験区 間内 に 圧 力計を設置 す る こ とが 望 ま し く，こ れ を 許 容 す る た

め の 変更 を行 っ た。さ らに ，パ ッ カ
ー

の 遮水性確保，確 認の た め の 記述 を 充実 させ た。

　以下 に改正 箇 所の
一覧 表を 示 す。

　行 　基

2
｝

準

一 ＝

注 水流量

on 　Water　Test

試 験区 間 内に e．98MN ！mZ

　 　　 　 　　 試験 区 間 1

Methnd 　for　Lugeon 　Test

1．3 ル ジ オ ン 値 と は ，
｛／0kgf 〆cm2 ｝の 圧 力 で 注水

m 当た り の 1分間 の 注水 量b
つ。

13 記述な し

2，〔1｝ 削孔 および孔 内を洗浄す る岩

機械
一
式。

2．（2〕

ル ジ オ ン 値 と は ，試 験 区間 に0，98MPa の 有

効 注水圧 力で注 水 した ときの ，試験 区間 1m

当た りの 1分 間の 注水量   をい う。

有 効注 水 圧 力 とは ，試験区間 に お け る注水 時

の 水圧 か ら平 衡時の 水圧 を引 い た 差圧 を い う。

削孔 お よ び孔 内 を洗 浄で きる岩 盤用ボ
ー

リン

グ機械
一

式。

試験区 間に 注水 す る管 で ，2MNtmz ｛20　kgf 試 験 区間 に 注水 す る た め の 管 で ，2MPa 以

…！cm21 以上 の 圧力 に耐 え られ る もの。 1上 の 水圧 に対 し て 水 密性

2、ω ガス の 圧 力で パ ッ カ
ー

を膨 らませ る機能 を 有 旨ガ ス圧 ま た は 水 圧で パ ッ

する もの 。　　　　　　　　　　　　　　　 能を有す る も の。
2．侮｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
吐出 容量 150 〃min ，最大 吐 出圧 力L5 　MN ノ 吐 出 容量 150 〃 min ，最

m2 ｛15　kgf’cm2 ｝以 上 を 有 し ，注 入 圧 力の 　以上 を有 し，注水圧 力の

脈動 が 設 定 の圧 力の ± 20％以 ドの もの 。　　
．
2D％以 内の もの 。

2．（7〕
　　　　　　　　　　　　　．．
最 大注水圧 力の 1．5倍 程度の 容 量の もの で JIS 試験 区間の 注水圧 力の 測

備 考

従来 単位 表記の 削除。
圧力 の単 位 と し て MPa を 採用 。

単 位 時 間 当 た りの 水 量 に つ い て は ，注水流量

を適用 。
．．
般 的に 用い られてい る試験名 称 を採用。

表現 の適 切化。

記述 を 明確化 するた めに，有効 注水圧力の 定

義 を追加。

表現 の適 切化。

表現 の適切化。

．
B7505 「ブル ドソ 管 圧 力計」 に規 定 さ れる

1．6級以上 の もの 。

　　 　 最大 吐 出圧 力 1．5MPa ．表現の 適 切化。
注水圧 力の 脈動 が設定 圧力 の 土

圧力計を 試験区間に 設置 す る こ とを許容す る

た め 変更。

付帯 条 　 ら ませ るエ ア ーパ

2．〔3｝a，　 パ
ッ カ ー

な ど の 種

　　　

付帯条
2．（4）

い る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
パ

ッ カ
ーに は，ガ ス 圧 または水圧 な どの 液 体 1水で 加圧 す る場合 bSあ る こ とか ら加筆。

圧 で膨 らませ る もの の ほ かに ，メカ ニ カ ル パ 旨
ッ カ

ー
な どの 種類 があ る。　　　　　　　　 1

削除 記載の 必 要 が な い た め。
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項　 目

付帯条項

2．〔7〕
記述
P t 改　　正 　 　案

記述 な し …圧 力計 は，孔 口 もし くは試験 区間内 に設置 す

る。孔 口 に設 置す る場 合に は，最大注水 圧力

の 1．5倍 程度 の 容量 お よ び容量 の ± 1．6％以 内

の精度 を 有す る 圧力計 を 用 い る。試験区 間 に

設 置す る 場 合 に は ，試験 区 間 の 深さ に水 の単：
位体積 重量 を 掛け た 値 と最大有効 注水圧 力を

足 した 値 の L5 倍程 度 の 容量 お よ び 容量 の 士

1．6％以 内の 精度を有 する圧力計 を用 い る。

3．〔21 試 験孔 は ，削孔用 具を 用 い 原 則 とし て清 水掘 試験孔 の 削孔 に は削孔用 具を用 い ，原則 とし

り とす る。 て清 水掘 りとする。

4．1〔1〕 注水 に 伴 う注 水管の 損 失水頭 亀 （m ） ｛cm ｝ 注水 に 伴う注水管の 損失 水頭 砺 （m ）を 地上

を地 上 の注 水試験に よ っ て 求め る。 の損失水頭試験に よ って 求め る。

一

4．1（4） パ
ヅ カ ーを 装備した 注水管をね じで接続 させ パ

ッ カ
ー

を取 り付 け た注 水管 を接続 しなが ら，
な が ら試験孔 内に挿入 する。 12）で 定 めた深 さまで挿 入す る。

4．1（6｝ 試験 区間 内に お ける 平衡 水位 を ，JGS　1311 …試験 区 間 内 に お け る 平 衡 水 位 を ，JGS　1311
「ボ

ー
リ ン グ孔 を利 用 し た 砂 質 地 盤の 地 下水 1「ボ

ー
リン グ 孔 を利 用 した 砂 質

・
礫 質地 盤 の

位測 定方法」 に 準 じて 測 定 す る。 地 下 水 位 測 定 方 法 」 に 準 じて 測 定 す る。

4．2〔［）

備 考

の 高 さ の 差 栃 （m ） ｛cm ｝ を求め る。

4．2〔2｝ ポ ン プを稼 働 させ，一定 注水 圧 力幽 （MN ／

m2 ） 〔  f〆cm2 ｝ で試験 区間 に注 水する。

42 〔：η 注水 量 を流量計で 1分ご とに 測定 し ，5 分間
の 平均注水量に 対し脈動す る注水量 の変動幅
が10％未満となった とき，5 分間 の平 均注水

…量 を注水圧 力 ρo （MN ！m2 ） ｛kgf！cm2 ｝に お

圧力 計を試験 区間 に 設置す る こ と を許 容す る

た め に追加。

表 現の 適正化。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「注 水試験」 とい う表記 は誤解 を招 きや すい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ので，「損失 水頭試験 」とした。
パ

ッ カ
ー

を取 り付 け た注 水管 を接続 しなが ら，．不 必 要 に細 かい 規 定 で あ る た め 「ね じ で 」を

　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　　 　削除。

．
孔 口 の 圧 力 計 と 試験 区 間中央 の 高 さ の 差 陀L

．E 力計 と試 験区間 中央 の 高さの 差 飢 （m ）お

（m ）　 ｛cm ｝お よび 平衡 水位 と試験区間 中央 旨よ び平衡 水位 と試験 区 間中 央 の 高 さ の 差 麁

け る注水 量 Qo ｛1／min ） とす る。

付帯条項

4．1（Da，

付帯条項

4．1〔且〕b．

付帯条項

4．1〔1）c．

注水試験 と は ，水 平 に 置か れ た 注 水管 に
．一．

定

圧力 で 注水 し ，そ の 圧 力 と注水管 内で 測定 し

た 圧 力 との 差を 求め る 試験。

損失水頭 は 計算 ま た は 換算 表 に よ って 求めて

もよい 。

記 述な し

（m ） を求め る。

ポ ン プ を 稼 働 さ せ ，一
定 の 注 水 圧 力Pn

〔MPa ） で 試験区 間に 清水 を注 水 す る。

注水流量 を流量 計 で 1分 ご とに 測定 し，注水

流量の時間 変化 を読み取 る。注水流 量の 変動

幅が 5 分 間の 平均注水 流量の 10％未 満 とな っ

た と き，こ の 平 均 注 水 流 量 を 注 水 比 力Po
〔MPa〕 に おけ る測 定注 水流 量 Oo （1／min ）
とす る。

損失 水頭試験 とは ，注 水流量 と注水管 の 損失

水頭 の 関係 を求 め る試験 をい う。

損失水頭は，
て もよい 。

計算 または換算 表に よ っ て 求め

挿入 深 さ を明 確化 。

JGS　1311の 基 準名 称変更 に 伴い 修正 。

従 来単 位表記の 削除。
圧 力計を試験 区間 に 設 置す る こ とを許容 す る

ために ，「孔 ］ の」 を削 除。

留意点 と して 「清水 を 」 を追 加 。

文章 の 明確化。

損失 水頭試験 か ら求め るべ き関 係を明確 に し

た。

文章の 適 正 化。

圧力計 を試験 区 間 内に 設置 し た場 合 に は ，損
1圧 力計 を 試 験区問 に 設 置 した 場 合，注水管 の

失水 頭 試験は 必 要 な い 。　　　　　　　　　 損失水頭 は 影響 しな い た め 。

付帯条項

4．1（4）
記述 な し 圧力計 を試験 区間 内に 設置す る場 合に は ，圧 試験 区間内に圧力計 を設置 す る場 合の 記録事

力計を設置す る深さを記録 す る。　 　 　 　 　 項 を明記。

付帯条項

4，1 

付帯条項

4．1〔5〕b．

付帯条噴

4．1（5）c．

パ
ッ カ

ー
の 遮水効果 が 良好 でない と予想 され

る場 合は，事前 に セ メ ン トな どに よ っ て孔 壁

を保 護す る。

a、パ ッ カ
ー

の遮 水効 果が 良好 で な い と予想さ

れ る場合は，事 前 に セ メ ソ トな ど に よ っ て 孔
壁を保 護す る。

次 項 以降が 追加 さ れる た め ，項 目番 号 a．を
追記。

記 述 な し パ
ッ カ ーを ガ ス 圧で 膨 らませ る場 合 に は ，試．

験区間 に最大有 効注水 圧 力に相 当す る水 圧が
旨
加わる こ とを考 慮 して ，試験 中に 漏水 が生 じ

ない よ うに 十分大 きなガ ス圧 で 加圧す る。

パ ッ カ
ー

の遮 水性 を確保 す るために 加筆。

記述a
− 一 一 一 一 一 一 一

オ  ガ覇 癒 圧軅 認す る 鰤 に は ，淋 ．パ 。 カ ーの 遮雄 を 讎 す る働 筋 法 勧 ロ

付帯 条項

4．1〔5）d，
記述 な し

付帯条項

4．1  a，
記 述な し

．．．一一

付帯条項 記 述 な し

4．1〔6）b．

付帯 条項 1 注 水 圧 力 段 階の 増加 過 程 の 圧 力 は 最大注水圧

4．2  力 を 含め て 5 段 階以 上 ，減少 過程の 圧力

段 階以上 と す る 。

．　．． 一．．一
5．1〔1） ．』

定 注水 圧 力 ヵo で 注 水 した 流量 と時 間

関 係 を図化 し，測定注水量 Q。 を求め る 。

の前後で パ ッ カ ー上 部 の 孔内の 水 位 を測 定す 筆、
る こ とが 有効 で あ る。注水の 前後 で 著 し い 水 ．
位上 昇が 認 め られ た 場 合に は ，パ ッ カ ー

の 遮
．

水効 果が 良 好で ない と考 えられるの で，バ ヅ
．

カ
ー

位置の 変史 な どを行 う。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一
e

−一．
試験 の 前微でパ ッ カ

ー
を加圧 する ガ ス ま た は 2同 卜。

水の 圧力を 測定 す る。試験の 前後で 圧 力変化I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

が著 しい 場 合に は ，パ
ッ カ ーま た は 配管 系か

らの 漏洩の 可能性が あ る。この 場 合 に は ，パ

ッ

圧

れ

平

小

水

推

位

め

注

力

段

通

削除 14．2（3）で 記載 され て い る 内容な の で 削 除。
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項 　 目

5．15

．10）

．
　

　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 （m ）　 ｛cm ｝

5．2（3〕　
　　　

　　　

　　　

　　　

　 　　 　 …ジオン 値 Lu
「
とする。

試 験区 間内に 圧 力 計を 設置 し た場 合は ，hs＝…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

0 とす る。
海 ： 水の 単位 体積 重 鼠 （MN 加 り

り扱

限 界圧 力，また は最大 注水 圧 力が0．98MPa
．以下の 場合は ，図

．3 の圧 力増加過程に お け

る 初期の 直線部分 を延長 して ，有効注 水圧 力

0．98MPa に 相
’
『す る 単位長 さあ た りの 注水

流 量 （1〆min ・m ） を求 め て換 算 ル ジ オ ン 値

Ltt
’
とする。

付帯 条項

5．1〔L）
記述 な し 各 圧力 段 階の 注 水 圧 力 P〔1 に は ，圧 力計 を 孔

口 あ る いは 試 験区 間 内に設 置 した いず れ の 場

合 も，そ の 圧 力計 が示 す値 を用 い る。

試験孔 の 番号，位胃 お よび 地盤高

試験 区間の 深 さおよび孔径

試験 区間の 地質状 况

〔5）項

試験装 置の 構造

6． a5 ｝，〔6），〔ア〕，　c81，  ，  項

6．〔7）　　 平衡水位
　 　

（71，〔8〕，（t），Oq，呵，  項

試験 区間内の 平衡 水位

注 水 ffi力 の 増加 お よび 減少過 程 に おけ る 有効

注水 圧 力 と単 位長 さ当 た りの 注水 流量 の 関係

ゆ
一
9 線 ）

地盤高 と して 慓高 を求 め る こ とが 望 ま しい 。

圧 力計の 位置 （地 表面か らの 深さある い は 高
さ ），圧力計の 容量と精度，パ

ッ カ ーの 長 さ，
パ

ッ カ
ー

の E 力な どを報告す る。

付帯条項

6．〔7）
記述な L

．十
の併記

り の注 水量

の併記

り の注 水量

平衡 水位の 測定 を長時間行って も水位変 化が11
十分小 さ くな ら なか っ た場 合に は，平衡 水位1
の 推定方法 を 服告 す る。

SI単位の み

単位長 さ 当た りの 注水 流量

SI単位の み

単位長 さ当た りの 注水流量

換 算ル ジ オ ン 値は，圧 力増加 過程か ら 求め る

こ とを 明記。

試 験区 間 内に 廿三力 計 を 設 置 した 場 合の Poの

取 り扱 い につ い て 明記。

報告事 項 と して 「地 盤高 」 を追加。

報告 串：項 として 「孔 径」 を追加。

1地 質状況」 か報告事 唄 と し て 必要 と判 断 。

6．〔4｝の 追加 に 伴う項 口番号の 変更。

「試験 装置 の 構造 」 が報 告事項 として 必要 と

判 断。

6．〔1｝お よびゆの 追 加に 伴 う項 目番号の 変更 。

孔 内水 位 との 違 い を 明確 に す るた め 。

注水 E カの 減少過 程 に お け る 試験結果 も報告

す る必 要が あ る こ と を 明記。

標高 を求め るこ とが 望 ま しい こ とを 明記。

試験装置の 構造 と し て 報告す べ き事項 を明記。

平衡水 位の 推定 方法 を報告事 項 と して 追加 。

単位 お よび 用 語の 修 τF

単位 お よび用語の 修 正

0．98｛MPa）

（吋
餌鬥
ゐ∀
飛
只
」

藁
相偲
贔
薄

　

oo
　　　　　　　　　　　 Lu

「

単位長さ当たりの注水流重 q　Ct！min ・m ）

O．98（MPa ｝

鵞
山｝．
e
气

R
因
妾

痴
霞
津

o
　o　　 　 　　 　　 　　 Lu

．

　 　 　 甲位長さ当たりの 注水流量 q ｛1／
’
min・m ｝

図
一3　 換算 ル ジ オ ン 値 の 求 め方

図
一2　 ル ジ オ ン 値の 求め 方
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